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癌告知の衝撃の中で化学療法を決定できた要因～切除不能進行膵臓癌
患者を対象にして～

高橋 知沙, 永澤 里果, 三栖 あずさ, 森屋 佳子



１．はじめに
　これまで告知後に化学療法を決定した患者と関わり、
治療を決定した要因は患者の目標や強みに影響を受けて
いると考えた。そこで、膵臓癌患者が化学療法を決定で
きた要因を明らかにし、目標や強みに添った看護実践を
検討することを目的とした。

２．研究方法
　研究デザインは質的記述的研究とし、半構成的面接法
で得られたデータから逐語録を作成し、コード化・カテ
ゴリー化した。対象者は、癌告知後 1 週間以内に初回化
学療法を導入した膵臓癌患者 4 名であった。

３．結果
　化学療法を決定できた要因は、【癌という疾患の受容】

【衝撃の緩和】【未来への希望・期待】【医療者との信頼
関係】【周囲のサポート】の５つであった。

４．考察
　癌を一生付き合っていく疾患と捉え、【癌という疾患
の受容】ができていたことで、告知による極度の落胆
や不安がなく、治療の必要性を理解できていた。患者
は、告知前から癌と予測していたことや高齢のため寿命
が迫っていると予め受け止めていたこと、癌患者との関
わりから得た予備知識があったことから、【衝撃の緩和】

がされ、冷静な気持ちで化学療法を決定できていた。そ
して、患者は今後の目標や今できる治療を頑張りたいと
いう気持ちを抱いており、その根底には化学療法によっ
て病状の進行を遅らせ、今後の人生を有意義に過ごすこ
とができるという【未来への希望・期待】を持っていた。
さらに、医師や看護師による告知の衝撃が強い患者に安
心感を与える関わりや、不安や気がかりに対する情報提
供により【医療者との信頼関係】が構築されており、そ
こから勧められた治療が最善のものと信じることができ
ていた。同時に同室者や家族などの【周囲のサポート】
により、告知後の衝撃や治療への不安を抱え込まず前向
きな気持ちを持つことができており、化学療法を行う患
者の姿から治療を受けている自分の姿をイメージできて
いた。これらのことが治療決定の要因となっていた。

５．結論
１）入院時からの病状の受け止め・サポート状況から、
告知における衝撃の強さを予測し、必要に応じて患者や
家族に情報提供を行う必要がある。
２）患者自身が希望や期待を持ちながら治療を決定する
には、社会的役割や家族サポート状況を把握し、治療に
専念できる環境を整える必要がある。また、医療者間で
患者の目標を共有し、患者と共に目標達成を目指す必要
がある。
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